
２０１０年３月期

 
第２四半期

 
決算説明会資料

グローリー株式会社

当資料に記載されている将来の見通しなどについては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成されたものです。

当社を取り巻く内外の経済情勢、業界動向、商品需給、新技術の進展などにより、今後において業績見通しが変動するなどの
リスクや不確実性を含んでおります。

従いまして、投資判断を決定する場合には、本資料の将来の見通しのみに依拠することは、お控えくださるようお願い申し上げ
ます。

また、本資料の将来の見通しに関する記述につきましては、法律上その手続きが必要となる場合を除き、
事前予告なく変更することもありますので、ご了承ください。

連結業績の概要

連結業績について

市場動向について

２０１０年３月期
 

業績予想

その他の情報
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連結業績概要
 

前年同期比連結業績の概要

経常利益

四半期純利益

（百万円）

営業利益

65,000

2,000
(3.1%)

2,000
(3.1%)

1,500
(2.3%)

2010年3月期

第2四半期（累計）予想

（2009年5月14日時点）

74,822

6,848
(9.2%)

7,246
(9.7%)

4,661
(6.2%)

2009年3月期
第2四半期（累計）

遊技市場向け機器の販売は好調であったものの、金融市場や流通市場、海外市場が低調で、

 
前年同期に比べ減少。

設備投資抑制や経費削減などに取り組んだものの、前年同期に比べ減少。

１

2010年３月期
第2四半期（累計）

売上高

利 益

前年同期比

▲61.4%

▲48.0%

▲52.3%

64,139

2,643
(4.1%)

3,767
(5.9%)

2,223
(3.5%)

うち

保守売上高

売上高

16,373
(21.9%)

15,644
(24.4%)

▲14.3%

▲4.5% 16,000
(24.6％)
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売上高の変動要因

74,82274,822

64,13964,139

2009年3月期
第2四半期（累計）実績

2010年3月期
第2四半期（累計）実績

金融市場

自動販売機
市場

その他の
市場

海外市場

流通・交通
市場

遊技市場

～

単位：百万円

▲4,223

▲935

▲1,759

+2,432▲1,246

10,683

連結業績の概要１

～

▲4,952
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営業利益の変動要因

6,8486,848

▲2,071
＋1,406

2,6432,643

2009年3月期
第2四半期（累計）実績

2010年3月期
第2四半期（累計）実績

原価率アップ
の影響 その他

単位：百万円

▲4,044

売上高の減少

6,000

4,000

＋504

変動費的要素

2,000

4,205

連結業績の概要１

・生産量減少
・その他

・荷造運送費他

販売費及び
一般管理費

・交通費
・広告宣伝費他
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市場別・セグメント別売上高連結業績について２

74,822

64,139

2009年3月期
２Ｑ(累計)実績

2010年3月期
２Ｑ(累計)実績

金 融 19,462 ▲4,243
（▲17.9%）

市 場

海 外

流通・交通

自動販売機

遊 技

２０１０年３月期
第２四半期（累計）

13,062

前年同期比

▲4,952
（▲27.5%）

▲

 

935
（▲

 

6.8%）

▲1,759
（▲35.5%）

+2,432
（+ 21.4%）

12,763
3,192

13,819
その他

▲1,246
（▲40.4%）1,841

（百万円）

23,685

２００９年３月期
第２四半期（累計）

18,014

13,698

4,951

11,387

3,087

（百万円）

セグメント別

貨幣処理機

及び貨幣端末機

自動販売機

及び自動サービス機器

その他の商品

及び製品

２０１０年３月期
第２四半期（累計）

37,665

前年同期比

▲7,332
（▲16.3%）

▲

 

685
（▲

 

3.7%）

▲2,665
（▲23.1%）

17,599

8,875

74,822

64,139

２００９年３月期
第２四半期（累計）

44,997

18,284

11,540
2009年3月期
２Ｑ(累計)実績

2010年3月期
２Ｑ(累計)実績

セグメント別売上高の変動

～

市場別売上高の変動

～

～ ～

10,683
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オープン出納システム「ＷＡＶＥシリーズ」

08/9(H20/9) 09/9(H21/9)
オープン出納システム

ＷＡＶＥシリーズ

窓口用入出金システム
のユニット

金融市場

23,685

19,462
窓口用入出金システムのユニット

●基幹商品の販売が減少

7,958

第１四半期

11,504

第２四半期
四半期

売上高

総売上高

構成比率
30.3%

売上高 19,462

23,685

２００９年３月期
第２四半期(累計)

市場売上高▲17.9%前年同期比

64,139

２０１０年３月期
第２四半期（累計）

総売上高

（単位：百万円）

（単位：百万円）

業務厳正化・効率化に対するニーズは依然強いものの、

 金融危機の影響による設備投資の抑制などにより、

前年同期に比べ、オープン出納システム、窓口用入出

金システムのユニットの販売が減少。

売上高

連結業績について２

業績に影響した主な製品業績に影響した主な製品
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２００９年３月期
第２四半期(累計)

市場売上高

２０１０年３月期
第２四半期（累計）

総売上高

●ＯＥＭ関連商品の需要が減少

海外市場

08/9(H20/9) 09/9(H21/9)

18,014 ■■OEM

■■アジア
オセアニア

■■中国
台湾
韓国等

■■ヨーロッパ

■■アメリカ

ＡＴＭ用紙幣入金ユニット
ＵＤシリーズ

紙幣入出金機
ＲＺシリーズ

（単位：百万円）

13,062

（単位：百万円）
6,376

第１四半期

6,686

第２四半期
四半期

売上高

総売上高

構成比率
20.4%

売上高 13,062

18,014
▲27.5%前年同期比

64,139

（単位：百万円）

設備投資の抑制傾向が強く、ＯＥＭ商品である

ＡＴＭ用紙幣入金ユニット、窓口用紙幣入出金機、

 紙幣整理機等の販売が大きく減少。

ＡＴＭ用紙幣入金ユニット「ＵＤシリーズ」

窓口用紙幣入出金機「ＲＺシリーズ」

窓口用紙幣入出金機「ＲＢＵシリーズ」

紙幣入出金機
ＲＢＵシリーズ

売上高

連結業績について２

業績に影響した主な製品業績に影響した主な製品
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２００９年３月期
第２四半期(累計)

市場売上高

２０１０年３月期
第２四半期（累計）

総売上高

流通・交通市場

（単位：百万円）

●主要製品の販売が低調

レジつり銭機
ＲＴ・ＲＡＤシリーズ 08/9(H20/9) 09/9(H21/9)

13,698
12,763

5,680 7,083

個人消費低迷による流通業界全体の業績悪化の

 影響により、新規出店の抑制傾向などがみられ、

 主要製品であるレジ釣銭機や小型入金機の販売

 は低調。

レジ釣銭機「ＲＴ・ＲＡＤシリーズ」

入金機「ＤＳ・ＤＳＳシリーズ」

入金機
ＤＳシリーズ

第１四半期 第２四半期
四半期

売上高

総売上高

構成比率
19.9%

売上高 12,763

13,698
▲6.8%前年同期比

64,139

（単位：百万円）

売上高

入金機
ＤＳＳシリーズ

連結業績について２

業績に影響した主な製品業績に影響した主な製品
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２００９年３月期
第２四半期(累計)

市場売上高

２０１０年３月期
第２四半期（累計）

総売上高

08/9(H20/9) 09/9(H21/9)

自動販売機市場

（単位：百万円）

●たばこ販売機の需要が激減

4,951

たばこ販売機
TNRシリーズ

3,192

1,709 1,483

たばこ自動販売機

前年同期にみられた成人識別機能付きたばこ

販売機の需要が終息したことに加え、たばこの

販売が自動販売機から店頭での対面販売に

シフトしたことにより、たばこ販売機の需要が激減。

第１四半期 第２四半期
四半期

売上高

総売上高

構成比率
5.0%

売上高 3,192

4,951
▲35.5%前年同期比

64,139

（単位：百万円）

売上高

連結業績について２

業績に影響した主な製品業績に影響した主な製品
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２００９年３月期
第２四半期(累計)

市場売上高

２０１０年３月期
第２四半期（累計）

総売上高

08/9(H20/9) 09/9(H21/9)

遊技市場

（単位：百万円）

●カードシステムの販売が堅調

11,387

13,819

6,448 7,371

ＩＣカードシステム

 

・ＮＡＳＣＡ

 

Ｇ８
・クリエイションカード

 

ＮＥＯ

パチンコ店における人気遊技台の導入や、従来に

 比べてプレイ代金を低く抑えた低貸玉営業の普及

 により市場の活性化傾向が見られ、カードシステム

 の販売は順調に推移。

さらに、クリエイションカード㈱が業績向上に寄与。

各台計数ユニット
JCTシリーズ

デビット券売機
ＪＣＨ－２０

ＣＲユニット
ＪＣＰ－３０

「ＮＡＳＣＡ

 

Ｇ８

 

・

 

クリエイションカード

 

ＮＥＯ」

第１四半期 第２四半期
四半期

売上高

総売上高

構成比率
21.5%

売上高 13,819

11,387
+21.4%前年同期比

64,139

（単位：百万円）

売上高

連結業績について２

業績に影響した主な製品業績に影響した主な製品
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２００９年３月期
第２四半期(累計)

市場売上高

２０１０年３月期
第２四半期（累計）

総売上高

●各分野で設備投資抑制が継続

その他の市場

08/9(H20/9) 09/9(H21/9)

（単位：百万円）

売上高

3,087

1,841

799 1,042

衆議院議員選挙の施行に伴い、選挙関連製品の販

 売が堅調に推移。

病院向け診療費支払機、社員食堂システム等の販

売は低調。

オートレジスター
ＰＳＡシリーズ

投票用紙分類機
ＧＴＳシリーズ

診療費支払機
ＦＫシリーズ

オートレジスター「ＰＳＡシリーズ」

診療費支払機「ＦＫシリーズ」

投票用紙分類機「ＧＴＳシリーズ」

第１四半期 第２四半期
四半期

売上高

総売上高

構成比
2.9%

売上高 1,841

3,087
▲40.4%前年同期比

64,139

（単位：百万円）

連結業績について２

業績に影響した主な製品業績に影響した主な製品
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２００９年３月期
第２四半期(累計)

市場売上高

２０１０年３月期
第２四半期（累計）

総売上高

7,857 7,787

保守売上高

08/9(H20/9) 09/9(H21/9)

たばこ自動販売機の成人識別改造
（単位：百万円）

●成人識別関連の改造作業が減少

東京コールセンター

16,373 15,644

金融市場、流通市場では、新規製品導入店の

増加により売上高は堅調に推移。

成人識別機能付きたばこ販売機への対応が

終了したことにより、前年同期に比べ減少。

第１四半期 第２四半期
四半期

売上高

総売上高

構成比率
24.4%

売上高 15,644

16,373
▲4.5%前年同期比

64,139

（単位：百万円）

売上高

連結業績について２

業績に影響した主な製品業績に影響した主な製品
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+ 162

▲1,438

▲1,276

▲

 

237

▲

 

8

+ 619

+ 41

▲

 

861

差異

19,300
14,500
33,800
13,000

3,200
13,200

1,800
65,000

第２四半期（累計）

計画

四半期毎の市場別売上高

２０１０２０１０年３月期年３月期

金 融

流通・交通

自動販売機

遊 技

7,958

その他

0

10,000

20,000

30,000

40,000

第１四半期 第２四半期

百万円

金融市場

流通・交通市場

自動販売機市場

遊技市場

その他の市場

海 外

海外市場

28,970
35,169

金融機関

 

合計

合 計

第１四半期

実績

6,376
14,334

5,680
1,709
6,448

799
28,970

第２四半期

実績

11,503
6,687

18,190
7,083
1,483
7,371
1,042

35,169

実績

19,462
13,062
32,524
12,763

3,192
13,819

1,841
64,139

連結業績について２
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百分比

（％）

2010年3月期

第2四半期

 

累計期間
増 減

百分比

（％）

（単位：百万円）

①

②

③

①販管費

 

：コスト削減活動の成果により低下。ただし、売上高減少により比率はＵＰ

②営業外収益

 

：

 

保険返戻金(486百万円)、受取配当金(194百万円)などが発生

③特別損失

 

：

 

投資有価証券の評価損(153百万円)や
設備機器などの固定資産除却損(160百万円)などが発生

損益計算書連結業績について２

2009年3月期

第2四半期

 

累計期間
（百万円）

100.064,139 ▲10,683100.0売上高売上高 74,822

46,470 65.3売上原価 41,902 ▲4,56962.1

30.5販管費 19,594 ▲1,91028.721,504

4.1営業利益営業利益 2,643 ▲4,2059.26,848

2.0営業外収益 1,304 4751.1829

0.2営業外費用 180 ▲2510.6431

5.9経常利益経常利益 3,767 ▲3,4799.77,246

0.6特別利益 416 3730.143

0.8特別損失 529 1780.5351

5.7税税金金等調整前等調整前

四半期四半期純利益純利益
3,653 ▲3,2853.06,938

2.2法人税法人税等調整額等調整額 1,430 ▲8463.02,276

3.5四半期四半期純利益純利益 2,223 ▲2,4386.24,661
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金融市場

●オープン出納システム市場の深耕

市場動向について３

オープン出納システムのポテンシャル

メガバンク

地方銀行

第二地方銀行

信用金庫

信用組合

ＪＡその他

日本郵政

大型店

※ＪＡその他は、労働金庫、商工中金、農林中金など

導入市場

（当社予測）

中型店 小型店

導入市場

新製品
対象市場

約14,000店舗約15,000店舗

■小型化
設置面積を約５０％縮小（業界最小）
【Ｃ３０】

 

幅

 

990ｍｍ×高さ1,320ｍｍ×奥行き720ｍｍ
【標準機】

 

幅1,700ｍｍ×高さ1,200ｍｍ×奥行き820ｍｍ

■フルリサイクル機能
標準機と同様に紙幣・硬貨ともリサイクル運用が可能

ＷＡＶＥ

 

Ｃ３０シリーズ

ＷＡＶＥ７３０シリーズ 「ＷＡＶＥシリーズ」に
新たなラインナップを追加
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海外市場市場動向について３

●海外事業体制の強化

■海外システム機器プロジェクト／案件の推進

・北米大手銀行向けプロジェクト推進中

・欧州リテールプロジェクト推進中

・中国の主要都市でプライベートショー開催

（2009年度上期）

■販売チャネル整備・拡大

・8カ国16代理店を新規開拓（2009年度上期）

●海外新製品戦略

★★

★★

★★
★★

★★

★★

★★
★★

ポルトガル

エジプト

タンザニア

メキシコ

ブラジル

カナダ

アメリカ

中国(9代理店)

新規代理店（8カ国16代理店）

■新商品の発売

・小型紙幣入金機
ＧＦＳ-１００シリーズ
（2009年7月）
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流通・交通市場市場動向について３

●つり銭機の未開拓業種への導入促進

※ニーズは強いが流通業界の経営環境は
厳しく設備投資分野を厳選

セブンイレブン
12,500店

ローソン
9,700店ファミリーマート

7,600店

サークルＫ
サンクス
6,200店

ミニストップ
2,000店

その他

全 国
45,000店

■コンビニエンスストア

市場ポテンシャル
(０９年１１月１日現在

 

当社調べ)

【ご参考】
2008年度

 

ＪＡＮ型ＰＯＳシステム導入実態調査
(財団法人

 

流通システム開発センターＨＰより)

・2008年度は世界的な経済不況の中、新規導入
店舗及び、新規導入台数が大幅に減少。また、
リプレースサイクルが長期化。

導入台数

 

107,838台（前年同期比

 

▲16,641台）
内

 

新規導入台数

 

19,000台（前年同期比

 

▲24,000台）

リプレース台数

 

88,838台（前年同期比

 

＋7,359台）

累計台数

 

1,115,000台（前年同期比

 

＋19,000台）

・業態別では「化粧品専門店」「自動車用品専門
店」「ホームセンター・ＤＩＹ・園芸用品」などで高い
伸びを示す。
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遊技市場市場動向について３

●カード市場のシェア拡大

紙幣搬送システムが設置できない都市部の駅前店など
設置スペースに余裕がないホール向け製品。

■新製品の発売

４，３０６

１，９９５

１，１２９

１，１７４

１，２５８

３４１

１０，２０３

ホール向けカードシステム導入店舗数とシェア

（2009年8月末時点）

シェア

４２％

２０％

１１％

１２％

１２％

３％

１００％

２３％

店舗数

・ＮＡＳＣＡ

 

Ｇ８

 

ＰＡＰＩＭＯ

 

各台計数機システム
・クリエイションカード

 

ＮＥＯレス球

（2009年7月発売）

社名

日本ＧＣ

ナスカ

クリエイション

マース

ジョイコ

セタ

合計

・各台計数機対応紙幣ストックタイプのカードユニット

（2009年10月発売）
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景気低迷による投資抑制が続き、前年同期から減少。

2010年3月期
 

業績予想
2010年3月期

業績予想
４

経常利益

四半期純利益

（百万円）

営業利益

140,000

7,500
(5.4%)

7,500
(5.4%)

4,500
(3.2%)

2010年3月期

 

予想

（2009年5月14日時点）

145,978

9,426
(9.2%)

9,306
(9.7%)

5,782
(6.2%)

2009年3月期
（平成21年3月期）

2010年３月期
（平成22年3月期） 前年同期比

▲36.3%

▲19.4%

▲22.2%

130,000

6,000
(4.6%)

7,500
(5.8%)

4,500
(3.5%)

うち

保守売上高

売上高

31,861
(21.9%)

31,500
(24.2%)

▲10.9%

▲1.1% 32,000
(22.9％)

売上高

利 益 設備投資抑制や経費削減などに取り組むものの、前年同期に比べ減少。
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自動販売機

遊 技

45,829 

（百万円）

金融機関

流通・交通

売上高売上高

▲5.2%

8月7日
公表値比

その他

海 外

2010年3月期

 

予想
（平成22年3月期

 

予想）

▲12.7%

前年同期比

31.4%

構成比

2009年3月期
（平成21年3月期）

32,784 

28,191 

7,486 

26,318 

5,370 

22.5%

19.3%

5.1%

18.0%

3.7%

▲16.9%

▲5.6%

▲7.7%

－

▲7.9%

▲17.6%

▲9.5%

▲19.9%

+6.4%

▲34.8%3,800

28,000

6,500

27,000

32,500

42,200

3,500

28,000

6,000

25,500

27,000

40,000

※左側の数値は2009年8月7日公表値

2010年3月期

業績予想
４ 市場別売上高

合 計 145,978 100.0% ▲7.1% ▲10.9%140,000 130,000
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２０２０１１００年３月期年３月期

国内金融機関

流通・交通

自動販売機

遊 技

7,958

その他

0

10,000

20,000

30,000

40,000

第1四半期 第2四半期 第3四半期 予想 第4四半期 予想

百万円

金融機関市場

流通・交通市場

自動販売機市場

遊技市場

その他の市場

海 外

海外市場

28,970
35,169 32,800 33,060

金融機関

 

合計

合 計

第１四半期

6,376
14,334

5,680
1,709
6,448

799
28,970

第２四半期 第３四半期

 

予想 第４四半期

 

予想 年間予想

9,300
6,800

16,100
5,800
1,300
8,800

800
32,800

11,238
7,137

18,375
6,937
1,508
5,381

859
33,060

40,000
27,000
67,000
25,500

6,000
28,000

3,500
130,000

四半期毎の市場別売上高
2010年3月期

業績予想
４

11,503
6,687

18,190
7,083
1,483
7,371
1,042

35,169
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資本政策について１

将来の事業展開に備えた財務体質の維持・強化を図りつつ、安定した配当を継続していくことを基本方針とし

 
ております。具体的には

「「連結自己資本連結自己資本配当率配当率１．５％１．５％を下限とし、を下限とし、連結連結配当性向配当性向２５％以上を目標２５％以上を目標とした利益配分を行う」とした利益配分を行う」

こととしております。

利益配分に関する基本方針

2010年3月期
(2009年5月13日公表)

１７円００銭
３３円００銭

（配当性向５１.６％）

中間期末

 

実績 期末

 

予想 年間

 

予想１株当たりの配当金１株当たりの配当金

１６円００銭

※自己株式の取得につきましても、資本効率の向上と経営環境に応じた機動的な資本政策を遂行するために、
適宜実施してまいりたいと考えております。

●２０１０年３月期の配当について

その他の情報５

2009年3月期 １５円００銭
３０円００銭

（配当性向３６.５％）
１５円００銭

中間期末

 

実績 期末

 

実績 年間

 

実績１株当たりの配当金１株当たりの配当金
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資本政策について２

■自己株式取得理由

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため。

●自己株式の取得について

その他の情報５

■取得内容

１．取得対象株式の種類

２．取得した株式の総数

３．株式の取得価額の総額

４．取得方法

５．取得日

普通株式

２,６００,０００株（発行済株式数に関する割合

 

３．７％）

５,２２６,０００,０００円

大阪証券取引所のＪ-ＮＥＴ市場における自己株式取得

２００９年１１月１６日

※ご参考

23

２００９年１１月１６日現在における保有状況
・発行済株式総数（自己株式を含む）

 

６９,８３８,２１０株
・自己株式数

 

４,１４８,８６９株



資本政策について３

●自己株式の取得について

その他の情報５

１）取得した期間

２）取得した株式の種類

３）取得した株式の総数

１）消却した株式の数

平成１９年５月１８日
～８月１６日

当社普通株式

約１３９万８,０００株
(発行済株式総数の１.８８％)

第１回目

２）消却日

３）消却後の発行済株式総数

平成１９年１１月９日

７２，８３８，２１０株

約１３９万８,０００株
(発行済株式総数の１.８８％)

４）株式の取得価額の総額 約３９億９,５９０万円

１．取得に係わる事項の内容

２．自己株式消却

平成２０年２月７日
～３月１８日

当社普通株式

約１０５万４,３００株
(発行済株式総数の１.４４％)

第２回目

約２６億５,３６０万円

第３回目

平成２０年９月１日
～１２月２２日

当社普通株式

約３４０万０,０００株
(発行済株式総数の４.７４％)

約６０億０,０００万円

平成２１年２月２０日

６９，８３８，２１０株

約３００万０,０００株
(発行済株式総数の４.１２％)

過去の自己株式取得と消却の実績
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構造改革の進捗状況その他の情報５

■生産体制の見直し

■販管費の削減

コストカット活動（上半期実績）
2008/9販管費

215億円

■海外生産シフト

・光栄電子工業(中国)へのシフト 小型紙幣入金機ＧＦＳシリーズ
窓口用紙幣入出金機ＲＢＵシリーズ他

・グローリーフィリピンへのシフト ＡＴＭ用紙幣入金ユニットＵＤシリーズ

国内拠点の統廃合 グローリー
エンジニアリング

■不採算事業からの撤退

不採算子会社の売却 マルエスＧＴ㈱の売却（たばこオペレーション事業からの撤退）

■成長事業への重点投資

海外事業への人員シフト 合計

 

34人（内社内シフト28人）

⇒

 

修理工場へ業態変更
生産は埼玉工場へ集約

2009/9販管費
⇒

 

196億円（差異▲19億円）
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設備投資について

●●埼玉工場･第２工場建設（２００９年７月竣工）埼玉工場･第２工場建設（２００９年７月竣工）

①工場エリアを増床し、中期的な計画の生産規模に対応する。①工場エリアを増床し、中期的な計画の生産規模に対応する。

②海外調達の拡大に伴う、部品、ユニットのストックエリアとして利用する。②海外調達の拡大に伴う、部品、ユニットのストックエリアとして利用する。

③埼玉ストックポイントおよび東日本の物流拠点として物流の効率化を図る。③埼玉ストックポイントおよび東日本の物流拠点として物流の効率化を図る。

【【竣工後の生産能力竣工後の生産能力】】

生産能力生産能力

 

約１．７倍（２００８年度約１．７倍（２００８年度

 

生産高１４５億円）生産高１４５億円）

●●光栄電子工業･第２工場建設（２００９年７月竣工）光栄電子工業･第２工場建設（２００９年７月竣工）

①急成長する中国での販売拡大に伴い想定される、①急成長する中国での販売拡大に伴い想定される、

中長期での増産に対応する。中長期での増産に対応する。

②本社製品の受託生産を通じグループ全体としてのコストダウンに貢献する。②本社製品の受託生産を通じグループ全体としてのコストダウンに貢献する。

③中国での調達機能を強化し、変動費の削減に貢献する。③中国での調達機能を強化し、変動費の削減に貢献する。

【【竣工後の生産能力竣工後の生産能力】】

生産能力生産能力

 

約２倍（年間工数３０万Ｈ）約２倍（年間工数３０万Ｈ）

完成予想図

完成予想図

その他の情報５
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環境への取り組みについてその他の情報５

■製品開発時の環境配慮

低炭素社会の実現に向けて、

２０３０年に製品使用時の

ＣＯＣＯ22を３０％削減を３０％削減
（2005年実績比）

製品使用時のＣＯ2排出量(150万台当たり)

2005年 2030年

0

200

100

【グローリーグループ環境方針】

私たちは地球にやさしい行動と環境に配慮した製品の提供に全員で取り組みます

（単位：千ｔ-CO2/150万台）

113113

161161

消費電力
(当社従来機比)

１５％
削減

消費電力
(当社従来機比)

１１５５％％
削減

ＲｏＨＳ
指令対応

ＲｏＨＳＲｏＨＳ
指令対応

製品事例

窓口用入出金システムのユニット
ＲＢ-５００シリーズ

オープン出納システム
ＷＡＶＥ

 

Ｃ３０シリーズ

消費電力
(当社従来機比)

１５％
削減

消費電力
(当社従来機比)

１１５％５％
削減

ＲｏＨＳ
指令対応

ＲｏＨＳＲｏＨＳ
指令対応
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